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「市社会福祉協議会」は、皆さんの参加と支
えあいで福祉のまちづくりを進める社会福
祉法に位置付けられた民間の福祉団体です。

広　報

活動に参加する際の留意事項
　被災地に入る前に的確な情報入手を
 　被災や道路の状況により、交通手段・宿泊場所・食料などを自分で
　準備する必要があります。   
 　ホームページなどで最新の情報を確認してください。なお、現地へ
　多数の問合せが寄せられると、 復旧活動に支障を及ぼすこともあります
　ので注意してください。
　  参考／東日本大震災支援全国ネットワーク　http://www.jpn-civil.net/
　　　　 　  各地の災害ボランティア募集情報や義援金・寄付を受付けている団体を検索できます

　出発前にボランティア保険に加入を
 　加入は市社協で受付けています。現地の負担を
　少しでも軽減させるため、在住地・出発地でご加  
　入ください。

　被災地の社協では、「災害ボランティアセン
ター」を立ち上げています。
　このセンターでは、被災された方からの依頼
を受けボランティアの派遣を調整しています。
　災害救援ボランティア活動は、被災された方
たち自身による自主的な復興活動を側面から応
援する活動です。現地の方たちのおかれている
状況を思いやる、支援をしたい方のあたたかい
気づかいによって成り立っています。 

東日本大震災の復興に向けて

　市社協は、他の政令市・県社協との協定に基づき、岩手県
釜石市社協に職員を派遣し「釜石市災害ボランティアセンター」

の運営を支援しています。（派遣期間3月24日～）

釜石市で活動した職員より報告
　「釜石市では、現地の社協職員と共に、ボランティアしたい
人の受付や、被災者からの依頼の聞き取りを行いました。内
容は、家の泥土のかき出しや子どもの遊び相手などが多く寄
せられました。市社協では引き続き、ボランティア活動などを
通して、被災地の復興に向け積極的に支援してまいります。」

災害救援ボランティア

　中央共同募金会など多くの団体で義援金を受付けています。
また、現地で被災者支援を行うNPOなども活動資金の寄付を
受付けています。

　市社協は、３月２６日（土）、２７日（日）市内の駅周辺等約２０か
所で街頭募金を行いました。この募金活動には、地区社協などの
市民団体延べ６８団体、１,６５３人が参加し、８,６３９,０４１円の募
金が寄せられました。この募金は、全額を中央共同募金会に送金
しました。（中央共同募金会の行う被災者への見舞金支給及び災害ボランティ
アの活動支援として活用されます。）

義援金の募金

被災地のために今できることは？
一部地域で募集中

会社や学校などの仲間と募金活動しませんか？
楽しい募金活動のアイディアを紹介します
参考/　東京ボランティア・市民活動センター
　　　  http://www.tvac.or.jp/news/20995.html 

壁に貼ったボランティア活動の一覧表を使って活動者を調整する社協職員

ありがとうございました
街頭募金に１，653人が参加

被災地でのボランティア活動を希望される場合は、まずホームページにより最新の情報をご確認ください。
現地災害ボランティアセンターへ多数の問合せが寄せられますと、業務に支障を及ぼすこともあります。ご協力ください。

なお、市内でボランティアを募集する際には市社協ホームページなどでご案内します。

「ご協力おねがいします！」の声に子ども達も応えます

相模原市社協市社協ホームページ クリック

問合せ　ボランティアセンター
　　　　電話042-786-6181
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シリーズ民生委員・児童委員の活動シリーズ民生委員・児童委員の活動 Vol.3

●社会福祉のために

●障害者福祉のために

●少年院図書代のために

〔企業・団体〕

●社会福祉のために

●障害者福祉のために

●交通遺児のために

〔個　人〕

●福祉機器・用品

●衣類

●ランドセル

●その他

〔個　人〕
大野中

大　沢

小　山

大野北

田　名

橋　本

大野北

大野南

中　央

大野北

橋　本

　〃　

大野南

東　林

橋　本

大野北

城　山

大野中

津久井

　〃　

（敬称略・順不同）

地区名名前・名称

～たくさんのご寄付をありがとうございます～
一人ひとりが福祉活動

平成23年3月1日から4月30日までに
ご寄付を寄せられた方は、次のとおりです。

　市社会福祉協議会には、市民の皆様から多くの寄付が寄せられ、福
祉の向上に役立たせていただいています。「地域住民の参加と支えあ
いによる福祉のまちづくり」を実現するため、ひとりでも多くの方の
ご協力をお待ちしております。  

寄
付
金

今月の気になる本
｢いのちを守る！災害対策大百科」（シリーズ）
　藤吉洋一郎監修（日本図書センター）

問合せ　保健と福祉のライブラリー（図書室）
             電話 042-769-8275　ウェルネスさがみはら1階

※保健と福祉のライブラリーでは本の購入はできません

「災害はこうしておきる！」、「災害がおきたらこ
うなる！」、「災害がおきたらこうしよう！」の全３
巻。防災の知識と実践を豊富な写真とイラス
トで分かりやすく紹介。小学生にも理解できる
内容で、防災教育に役立ちます。家族で防災
について話しあう時にもあると便利な本です。

森　郁代

矢沢　守

佐藤榮一

匿名　６件

匿名　１件

河本　徳一

上田名幼稚園みどり会

セントラル自動車労働組合

株式会社　河本総合防災

黒河内病院募金箱

桐生医院募金箱

大野北インディアカサークル

匿名　５件

旭小学校4年1組

交通安全母の会相原支部

相模原南遊技場組合

匿名　4件

山崎誠一

横溝あき子

野口はや子

竹之内京子

匿名　2件

村内ファニチャー相模原店

青野原ＪA女性部・婦人会

上町松寿会

匿名　１件

　民生委員・児童委員（以下「民生委員」）にとっても災害は無関係ではありません。
民生委員は日頃の活動を通じて、ひとり暮らしのお年よりや障害者世帯など、災害
が発生した時に「自力では避難できない」、「避難先でも体調を崩さないよう十分注
意する必要がある」といった「支援が必要な人」を把握しています。こうした方たち
の情報を災害時に役立て、少しでも被害をなくそうと、平成１８年に民生委員の全国
組織である全国民生委員児童委員連合会により「災害時一人も見逃さない運動」が提
唱されました。

　提唱を受けて、相模原市の民生委員児童委員協議会で
も「支援が必要な人の名簿」の整備と「災害福祉マップ」づ
くりが始まりました。「名簿」は氏名や住所の他、家族の緊
急連絡先やかかりつけ医など支援に必要な情報が書き込ま
れています。「マップ」はそれらの方々のお宅を地図に書き
込んだものです。「名簿」と「マップ」は、日ごろは民生委
員が厳重に保管し、実際に災害が起こった際には、支援に
取り組む関係機関などと情報を共有して、安否の確認や避
難において、その人に合った支援を行う手助けとなります。

　３月１１日、市内では震度5弱の揺れがありました。民生
委員は普段から気に掛けているお年よりを訪問し、家具が
転倒していないか確認したり、ひとり暮らしの方のお話しを
聞いて不安な気持ちをやわらげたりしました。また山間部
などガソリン不足でホームヘルパーがお年よりのお宅に行
くことが一時的に困難になった地域では、こまめに訪問し
て食料の確保は出来ているか、計画停電の情報を知ってい
るかなど安否の確認を強化しました。さらには東北の被災地から市内の公営住宅等
へ避難してきた方たちの支援にも自治会と連携して取り組んでいます。
　こうした活動と併せて、これまで整備を進めてきた「名簿」や「マップ」、民生委員
同士の連絡体制についてもより有効に活用できるよう見直しを進めています。
　民生委員の日頃の活動は、災害時の支援に大きくつながっています。

　このシリーズでは民生委員・児童委員の役割や活動を紹介します。
お住まいの地域の民生委員にご相談がある場合は、市地域福祉課
（電話０４２-７６９-９２２２）へお問い合わせください。

　市内で、地震などにより大きな被害が生じた場合、市社協が「災害ボランティアセンター」を立ち上げます。このマニュアルでは、センターの
立上げから終了までの流れや、日頃の備えなどをまとめました。市社協ではこれに基づき取り組みを進め、災害時には円滑にセンターを運営し、
被災者の生活支援に取り組みます。他にも、災害ボランティア活動の内容や活動する人への注意点など掲載しています。

　家事や外出等、高齢、病気などにより日常生活に
お困りの方に対し、有料で家事援助・介助を担って
いただくふれあいサービス協力会員を募集します。

災 害 時 一 人 も 見 逃 さ な い 運 動 の 提 唱

名 簿 の 整 備 と マ ッ プ づ く り

東 日 本 大 震 災 を 受 け て

シリーズ民生委員・児童委員の活動
今回は、民生委員・児童委員の災害に対する活動

についてご紹介します。

『災害ボランティアマニュアル』改訂版を発行
～災害時のボランティア活動を円滑に進めるために～

＊事前に電話で予約をして下さい。（定員になり次第、予約を終了します。）
＊相談は一人1回とさせていただきます。

弁護士による権利擁護相談
～人権や財産等の権利擁護に関する個別相談～

平成23年度 事業計画・予算

午後１時２０分～４時
（相談時間は一人４０分間です）

6月23日（木）

7月28日（木）

相談日時（予約制）

法律相談

場　　　　所　あじさい会館 6階　福祉研修室
対　　　　象　高齢者・障害者とその家族
予約受付時間　月～金曜日（祝日を除く）　午前8時30分～午後5時

申込み・問合せ　あんしんセンター係
　　　　　　   電話 042-756-5034

無料

協力会員基礎研修会
日　　　　時　6月８日（水)・９日（木)
　　　　　　　午前９時３０分～午後４時
会　　　　場　あじさい会館 ６階 福祉研修室
協 力 会 員　市内在住の２０歳以上で２日間の研修を受講できる方
　　　　　　　保健師・看護師・介護福祉士など有資格の方は随時
　　　　　　　登録ができます
申込み・問合せ　ふれあいサービスセンター　
　　　　　　　電話042-７５６-５０３４

ふれあいサービス協力会員募集ふれあいサービス協力会員募集ふれあいサービス協力会員募集
～有料の家事援助サービス～ 東日本大震災被災地

支 援 募 金 募 集 中
　市社協では、募金の使い道によって、2つの内容の募金を募集して
います。どちらの募金も中央共同募金会を通じて被災地支援に使わ
れます。3月17日から4月30日までに以下の金額を受付けしました。

１．全額を被災者への義援金とする募金
　　 15件　498,137円

２．半額ずつを被災者への義援金と、被災者を支援
　  するボランティア・NPO団体の活動支援費と
　  する募金
　　 （１）義援金として　5,938,461円
　　 （２）ボランティア・NPO団体の活動支援費として　　　　　　 
 5,938,461円

　3月11日に発生した東日本大震災（東北地方太平洋沖地震）
により被災されました皆様には心よりお見舞い申し上げます。
復興に向けて行政や民間団体が様々な支援活動を行っていま
すが、長期的に被災者や被災者を支える活動を支援していくた
めに多くのお金が必要となります。今後も継続的な支援をどう
ぞ宜しくお願いいたします。

A4版　４０頁

希望者には配布します
ボランティアセンター
電話042-786-6181

災害時の生活支援ボランティアの主な活動内容

炊き出し・保育・被災者の介助

相談

ボランティア
派遣

引っ越しの手伝い・話相手
避難所で 被害のあった家屋で 仮設住宅で

災害ボランティアセンターで

家屋の片づけ

ボランティアの依頼・ボランティアの受付・ボランティアの派遣

相談

ボランティア
派遣ボランティア　派遣

　市社協では「地域住民の参加と支えあいによる福祉のまちづくり」の実
現に向け、身近な地域で人と人とのつながりを豊にするための活動や、住
民自らが福祉課題の解決に取り組む活動に重点的に取り組んでまいります。
また組織体制の強化や透明性の向上を図り、より一層市民の皆様の期待に
応えられるよう努めてまいります。

各会計予算額（単位：千円）

予算総額年度別の推移

本年度　 

2,516,190

135,510

24,500

2,676,200

会計名

合　計

一般会計

公益会計特別
会計 収益会計

前年度　 

2,065,153

133,837

24,260

2,223,250

比　較　 

451,037

1,673

240

452,950

（単位：百万円）

平成２０年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度
0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

2,070 1,944
2,223

2,676

3,000

中央地区の福祉課題について話し合う皆さん
市社協は話し合いの進行やまとめなどを支援します

（1）地域福祉推進団体の支援強化
 　小地域の支えあい活動を促進する
　 ため、福祉関係諸団体とのネットワー
　 ク構築と連携の強化を図り、福祉課
　 題の把握と解決への取り組みを進め
　 ます。

（2）住民福祉活動の担い手の確保と地域福祉コーディネート機能の充実
 　市社協や地区社協の活動に協力者として登録している方への研修や情報提供を充
 実し、地域福祉コーディネート機能の充実に取り組みます。

（3）あんしんセンター事業の充実
 　日常的な金銭管理の支援や成年後見人等（成年後見人・保佐人・補助人）の業務
 を行うことにより、判断能力が十分でない高齢者や障害者の権利擁護の充実に取り
 組みます。

（4）組織運営基盤の強化
 　事業の着実な推進と安定した経営、新たな福祉課題の検討を目的とした各種委員
 会を設置し、様々な課題解決に取り組む体制を整え、改善を進めます。
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問申
￥

☎
？日時

申込 問い合わせ TEL
場所 金額 対象 内容

職員・非常勤職員募集
域活動支援センター七宝（しちほう）

広　報

★社会福祉協議会関係施設の休館日

知的障害のある利用者さんをサポートする職
員を募集。主な作業はダンボール加工。一部
で力仕事や男性利用者の介助があります。
常勤職員　月給150,000円～交通費・諸手
当別途支給、社会保険完備
非常勤職員　時給850円　交通費別途支給
お問合せください
中央区上溝3094　
042-757-2124　担当　柳谷

￥

￥

￥

￥

￥

☎

（社福）風の谷　地域交流バザー

6月5日（日）　午前10時～午後２時（雨天決行）
やまびこ工房（中央区田名7236-3）
バザー品、施設自主制作品の販売、模擬店等
直接会場へお越しください（駐車場あり）
042-760-1033　担当　中島

ヘルパー募集！
(社)相模原市手をつなぐ育成会もみの木Ｓ

知的障害のある利用者さんの移動介護・支援のお
仕事です。
資格　ヘルパー２級以上（またはガイドヘルプ）
１,１００円　交通費　４００円/１回
勤務時間　午前９時３０分～午後５時位、週1～ 3日
まずはご連絡ください。
中央区上溝1887-1
042-759-4310　担当　沖山・寺嶋

☎

☎

アルバイト募集　コーポシャローム

障害者ケア付住宅で夕食の支度などの業務
時給900円
勤務時間　午後4時30分～7時30分
               （不定期、土日できる方歓迎）
中央区青葉1-16-4　
042-757-4214　担当　秋元  ☎

保育士募集
（社福）清水地域福祉奉仕会

乳幼児の保育及び地域の子育て支援
月給180,000円～　勤務時間　午前7時～
午後8時（内8時間の勤務・週休2日）
南区豊町・中央区上溝　
042-762-1015　担当　戸塚
ボランティアも同時募集
（内容は面談の上決定します）

☎

非常勤職員募集
(特非)津久井福祉会

①運転員（病院等への送迎及び乗降時の介助）
②個人の自宅での介護や清掃、調理
③訪問入浴車やデイサービスの入浴介助
資格　①普通自動車運転免許1種以上（福祉有償運送運転者講習
の受講有り）②ホームヘルパー 2級以上③普通自動車運転免許1
種以上　お問合せください
緑区太井165-1　　　042-780-7977☎

非常勤職員募集
地域活動支援センターポップコーン

ハンディのある方への生活・作業・外出介助など。男性利用者の
同性介助を必要としています。
時給880円　
勤務時間　午前10時～午後4時、週2～3日（応相談）
（ホームヘルパー2級程度・普通自動車運転免許あればなお可）
南区麻溝台6-10-16
042-766-5850　担当　高山・江口☎

☎

市民の皆様の声を反映し、よりよい広報とするため「広報モニ
ター」を募集します！
市社協の広報全般（この広報紙の他、区だより、ホームページ
等）について、アンケートに回答（年３回程度）し、意見・提案
などを行う。
謝礼　図書カード（年1,000円相当分）
人数　20人
任期　平成23年７月～平成25年３月
資格　市内在住または在勤・在学で18歳以上の方
６月15日（水）までに下記へご連絡ください
総務課　042-730-3888

申

申

市社協「広報モニター」大募集！

あじさい会館　　　　7月4日（月）、８月７日（日）
あじさい会館南分室（南保健福祉センター）　6月5日（日）

平成23年度　

賛助会員募集
　「賛助会員」は、本会の地域福祉推進の
趣旨に賛同し、年会費を納めて支援して
下さる市民の方々です。会費は、地区社
協活動やボランティアセンターの運営、
広報紙の発行などに活用させていただき
ます。ご協力をお願いいたします。

　一般賛助会費　 　　　200円（１口）
　特別賛助会費　　1,000円（１口）
　法人賛助会費　20,000円（１口）

平成22年度

募集結果
～ご協力ありがとうございました～

共同募金運動　　 総額 62,844,120円
　赤い羽根募金　　　　44,743,111円
　年末たすけあい募金　18,101,009円
　　　　　　　　　（神奈川県共同募金会相模原市支会）

賛助会員　　　 総額 41,087,533円
　一般賛助会費　 29,115,433円
　特別賛助会費　 11,972,100円
法人賛助会員　70社総額 1,540,000円

￥
☎

市内で福祉・環境・国際交流等、盛りだくさんの体験学習ができます。夏休み
にボランティア活動したいと思っている方ぜひご参加ください。
開催日
①オリエンテーション（会場：けやき会館２階大研修室）
　7月10日（日）午後2時～4時
②体験学習
　7月20日（水）～8月27日（土）の間で2～4日程度
③まとめの会（会場：あじさい会館６階展示室）
　8月28日（日）午後2時～4時
上記①～③に全て参加できる市内在住・在学の中学･高校生
費用　集合場所までの交通費・昼食代は用意してください。
ボランティアセンター　042-786-6181

￥ 中高生のための夏休み体験学習

市内で福祉・環境・国際交流等、盛りだくさんの体験学習ができます。市内で福祉・環境・国際交流等、盛りだくさんの体験学習ができます。夏休み夏休み
にボランティア活動したいと思っている方ぜひご参加ください。にボランティア活動したいと思っている方ぜひご参加ください。
開催日開催日
①①オリエンテーションオリエンテーション（会場：けやき会館２階大研修室）（会場：けやき会館２階大研修室）
　7月10日（日）午後2時～4時　7月10日（日）午後2時～4時
②②体験学習体験学習
7月20日（水）～8月27日（土）の間で2～4日程度7月20日（水）～8月27日（土）の間で2～4日程度

中高中高中高生のための夏休み体験学習 　　

生
。。

度度

ださい。ください。

度度

ボランティア養成講座 受講生募集！
市内在住・在学・在勤の15歳以上（中学生は含まない）の方
100名（申込多数の場合抽選）
1,500円（実費負担）＋コース別教材費
あじさい会館・市民会館など
往復はがきに郵便番号、住所、氏名、年齢、性別、電話番号、希望するコース
別講座を第2希望まで記入の上６月４日（土）までに相模原ボランティア協会講
座係宛（〒252-0236 相模原市中央区富士見６-1-20あじさい会館内）へ郵送（必着）

①6月25日（土）
　午後1時30分～4時30分

②7月2日（土）
　午後1時30分～4時
③7月9日（土）
　午後1時30分～4時30分

「よりよいコミュニケーションとは」
　講師：結ケアセンターたまがわ　センター長　川村　隆氏
「介助を体験する」
「みんなで支える地域の福祉」
　講義・グループでの話し合い
　講師：NPO法人 市民セクターよこはま　佐塚　玲子氏
「障がい者の話を聞き、各コース講座を知る」
　体験談・コース別講座紹介

日　　時 　　　　　　　　　　内　　　容
基礎講座（全コース共通）

視力に合わせて教科書を書き
換える（1,000円）
※65歳までの方

活字情報を読む音声訳・録音
の実際（500円）
※69歳までの方

外出時の介助、誘導、障害者
スポーツ（300円）

コース名 概要（　）内は教材費 　　　　　 日　程
コース別講座（各コースは教材費など実費が必要です。）基礎講座修了者で希望者

9月1日（木）～11月17日（木）
午後

9月13日（火）～10月11日（火）
午後（終了時間変更あり）

9月13日（火）～11月15日（火）
午前

マウスを使わず画面読上げ
ソフトを使用したPC操作
（300円）

8月７日（日）～28日（日）
午後

障がい者・高齢者と一緒に
ダンスを楽しむ（500円）

9月27日（火）～10月25日（火）
午後

介護の実際や認知症について
の理解と実習（500円）

9月5日（月）～10月17日（月）
午前

いつまでも若々しく脳の活性
化を目指して、朗読を届ける
（500円）※60歳以上の方

9月15日（木）～12月8日（木）
午前

車椅子のまま乗り降りできる
車の運転と介助（無料）
※30歳以上の方

8月～10月までの土曜日
午前福祉車両の運転・介助(5回)

熟年表現朗読（6回）

高齢者支援(5回)

車椅子社交ダンス(5回)

パソコン（3回）

録音（9回）

外出援助(5回)

拡大写本(11回)

☎ 相模原ボランティア協会　042-759-7982（午前10時～午後3時）

視
覚
障
害
者
へ
の
援
助




